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事事匡言

本研究では、四国の中央構造線沿い、讃岐山脈南箆および松山平野周辺に分布する和泉

層群の大規模岩盤すべりを初めて詳細に記載し、それらの形成過程と成因を解明すると共

に、その結果判明した中央構造線の第四紀断層運動について考察した.

四国の中央構造線沿いにおいて鮮新 更新統(土柱層、郡中腐など)に衝ょする和泉層群

の岩体は、従来中央構造線の断層運動を示すと長く信じられて いたが、その磁砕様式、変

形構造の解析から、岩盤すペり起源の異地位岩体であることが明らかになった.これらの

巣地位岩体は、その北側の中央構造線の断層崖斜面に復元で きる.このうち徳島県北東部

の切幡丘陵は、最も規模が大きく東西約3.5畑、南北1.5岡、厚さ最大200mの巨大な根無し

の地すペり岩体である.

和泉層群砂岩泥岩互層からなる地すペり岩体は、背後の山地の和泉層群とほぼ岡織の岩

貨と大構造をしているが、破断fの発達した緩みの著しい岩盤から構成される.地すペり岩

体中の破砕には、以下の特徴がある.

① 砂岩泥岩互層の成層構造は大まかに保存されているが、その内部は破砕されている，

② 大きさ、向き、発途密度の不規則な破断面が岩体全体にわたり発達する.

③ 砂岩の破断面は関口し、寄jれ自在地表からの土犠および下盤由来の礁混りの未固結

泥質堆積物が充填する場合がある.

④ 海岩には層面すべりによる興断破砕が卓越し、層理函を切る努断破砕は少ない.

⑤ 通常の断層のように直線的な分布をとらず、破砕の著しい岩体の分布は局所的であ

る。

⑥ すベり商のよ盤(すなわち地すべり岩体)が著しく破砕さ れているが、下盤側の破砕

4まほとんどない.

① すペり面付近には、しばしば粘土を基質とする角礁層が形成され‘滑弗IjJ畜となって

いる.

③ 地表近くほど緩みが著しく 、地表部に角線層が形成されて いる場合がある.

岩盤すべりは、更新統堆積中、特にlMa前後の更新世前~中期に多く発生し ている。地

すベり岩体の先端では、岩体と鮮新 ・更新統とが高角度の境界面で援し、両者は一見不鐙

合関係のように見える.またその前面の鮮新 ・更新統の屠理は急傾斜している.とれは岩

懲すべりに伴うブルドージングよって形成された局所的な鱗造である.伊予市南西部に分
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布する邸中層の急傾斜構造は、ヱの大規模なものである.

巨大な岩盤すペりの発生がlMa前後に多発しているという工とは、この時期にはすでに

讃岐山脈南獲に顕著な断層盤を含む急斜面が形成されていたととを示す.実際、中央構造

線に沿う讃岐山脈の隆起量は更新世前期以前の方がはるかに大きいととが地質学的に証明

される.岩鍛すべりの予備物質は、この急峻な山体が数10万年のオーダーにわたり重カ変

形することによって生成したもので.中央構造線による断層破砕によって作られたもので

はない.山体が重力変形を被り易い砂泥互屠から成っていたことが巨大な地すペり岩体の

一因となっている.岩躯すべりの発生機構は、第生域のすべり面形状から推定して、円弧

皇自の地すべりに類似している.また、愛媛県)If内町に分布する更新世中期の地すペり岩体

は、断層度斜面におけるトップリングによって形成された.

岩盤すべりの誘因として、中央構造織の断層運動による地媛、異常な間隙水圧の発生等

の可能性を挙げることができる.地すペり岩体は、一体性を保持したマスとして、数100m

~J. 5kmの距艇を地質時間的には瞬時に滑動したと推定される。このような滑動を可能に

したのは.地すベり岩体の基底部に図結性を失った粘土と角艇の滑 ~J}曹が形成されたため

と考えられる.滑 ~J}面の形成には、異常な間隙水圧が関与し、下盤となった土柱層の涜動

化もそのー助をなしている g

讃岐山脈南重量において従来“中央構造線"とされた境界のほとんどは和泉層群の地すベり

岩体の南縁に相当し、真の中央徳造線ではない.真の中央構造線は、これより北側で、讃

岐山脈の南縁の活断層(池田、三野、父尾断層など)に求められる.すなわち、これらの活

断層は和泉庖群中の国j断層ではなく、地下では三被川変成岩類と和泉層群(更に地下深部

では鎖家花岡岩類)との境界断層である.中央構造線そのものの地表表現であるこれらの

断層は、一般に北に高角度で傾斜する断層面を持つ.

地すベり岩体は、滑動後上述の中央構造線によって、右横ずれ変位を受けている.例え

ば、切幡丘陵は父尾断層によって 2~3km の右横ずれ変位を受けている。また、土柱層中の

含花関岩機扇状地堆積物は約IMa以降父尾断層によって2-3畑の右績ずれ変位を受けてい

る.従って、中央構造線そのものの第四紀右敏ずれ断層運動が地質学的に実証された.だ

たし‘この累積水平変位量は、段丘虐の変位によって推定される平均変位速度を外捕した

健の約1/2である.エれは、使用した時間輔が正しければ、中央構造線の右積ずれ断層運

動が必ずしも等速ではなかったことを示している.

土柱層および地すべり岩体の変位から求めた父尾断層のIMa以降の累積鉛直変位量は数
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10mのオーダーで、累積水平変位量の約1/50である.従って、父尾断層は第四紀後半に右

横ずれが著しく卓越する断層運動をしている.これは、段丘爾によって推定された激万年

間の、しかも局所的な鉛直変位量を第四紀に外帰することが必ずしも適切でないことを示

している.

土柱層の上下方向の層相変化は、中央構造線の右横ずれ運動に伴う後背地の彼方向への

移動によってうまく説明できる.すなわち、土柱層は父尾断層の右犠ずれ断層運動に伴っ

て堆積した.このことは、父尾断層が土柱屠堆積時の更新世前期から右犠ずれが卓越する

断層運動をしていたことを示唆する.

吉野111低地は基本的には厚い鮮新一更新統から構成され、南縁部では三被川|変成岩類を

不整合に被覆して、北へ傾斜し、その北縁を中央構造線によって限られる非対称な構造を

している.とのような堆積盆地は、中央修造線の右横ずれ断層運動に伴って形成されたと

考えられ、遅くとも2Maの頃には生成していた.

とれまで第四紀前半の中央構造線の衝上断層とされた地表物質境界が第四紀後期に活動

していないのは、これらが鮮新一更新統堆積時の岩盤すべりによる一過性の断層だからで

ある。菖耳E谷時階もしくは第四紀前半の断層運動は、岩盤すべりの観点から再検討する必

要がある。

四国における中央構造線の右僚ずれ断層進動がいつから開始されたかは不明であるが、

第四紀における活動車話式の変換は認められない.ヱれは、「中央構造絡が第四紀中頃に逆

断層運動から右績ずれ断層浬動に変化した」というモデルではなく. r中央構造線の右横ず

れ断層運動の活動域が次第に西へ移動した」というモデルを支持する.
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ABSTRACT 

This paper first proved that Early to Middle Pleistocene large-scale rock 

slides occured along the Median Te巴tonicLine (HTL) in Shikoku island. The sole 

faults of the slides have long been believed to be Quaternary activity of the 

MTL. It secondly presents a new model of Quaternary activity of the MTL on the 

basis of rock mass slides analysis. 

The thrust masses of tbe Izumi Group on tbe Plio-Pleistocene sediments， 

which had been believed to be tectonic thrusting or tectonic superficial 

overthrusting of the MTL， have been proved to be allochthonous sliding rock 

masses by analyses of their mode of fracturing， topograph" and geologic 

correlation. Among them， Kirihata hill is the largest sliding mass， which is 

3.5km long， 1.5km wide， and more than 200m thick. 

These rock slide masses have a similar lithology and geologic structure to 

those of the 12umi Group thaL is distributed in the southern flank of the 

Sanuki Range on the north of the MTL fault scarp， although the former are 

highly disturbed. Characteristics of the rock slide masses are as follows 

① Original stratifications are roughly preserved， but sandstone beds are 

disrupted by fracturing to form polygonal-shaped breccias and mudstone beds are 

sheared with striated surface parallel to beds. 

② Sandstone beds rnany openn fractures， some of which are filled with soils 

from the groundsurface and unconsolidated pebble bearing muddy materials 

derived from the sediments of footwalls. 

③ Beds under the foot walls have few fractures or shear surfaces， showing 

remarkable contrast with bed on hanging walls. 

@) A sole faults or thrust of a rock slide mass has variable attitudes and 

variable thickness of shear zone in pLace. 

⑤ Some of sole faults of a rock slide mass have formed cla，-rich， brecciated 
zones just on the sliding surfaces， which acted as lubricant layers at sliding. 

⑥ The surface la，er of a rock slide mass occasinar， has a texture similar to 
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debris. but it resulted from strong disruption of beds owing to the slides. 

The rock slides occuerrd in the Early to Kiddle Pleistocene during the 

deposition of the Pleistocene sediments. Some rock mass s11des have formed high 

angle boundary surfaces between the frontal end and the Plio-PlisLocene 

sediments. whose bedding planes are high-angled and paral1el to the boundary. 

The bedding planes become flat in a sbort distance from the boundary. These 

structures were formed by bulldozlng of the rock mass slides. The steeply 

inclined structure of the Plio-Plistocene Gunchu For田ationio the southwest of 

]yo city is a large-scale example of bulldozing. 

Long-ter皿 gravitationaldeformation of rocks under the steep slopes 

prepared the startlng materials for the large-scale rock slides. The steep 

slopes had been formed hy faulting of the HTL before the time of the rock slides. 

The slides occurred along Lhe circular failure surface. whose stability 

analysis has been made by various ways in ground failure mechanics. Some 

smaller rock were formed by toppling of alternated beds under the fault scarp. 

The rock ma5SeS are estimated to have slid for several hundreds meters to 

1.5km in short geological times. The matri混 andbreccia texture on the sole 

faults lndicaLe that lubricant layers were formed due to extraordinary high 

pore pressure. Liquification of underlylng unconsolidated sedimenLs a150 

f05terd the formation of the lubricant layers. 

Restoration of the slides masses to their original positions indicates 

that the masses have been displaced right-lateral1y by the MTL up to 5everal 

kilometers since they sJid. Thls younger displacement is a150 confirmed by Lhe 

di5tribution of Lhe Plio-Pleistocene sediments; the fan deposits of the Early 

Pleistocene Dochu Formatlon have been displaced right-laterally for 2 to 3km by 

the MTL slnce about 1 Ma. The vertical component a5sociated witb the lateral 

displacement is e5ti回atedto be at most about 50m. 

The facies change from the lower to upper members of the Dochu Formation 

is a150 explained by lateral faulting of the MTL; 11thology of clasts in each 
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gravel回embersindicates that source area 00 the north moved toward the east io 

accordance with the right-lareral displacement of the MTL 
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1. 序論

1. 1 研究史と研究の目的

中央構造線(MTL)は、西南日本を内帯(北側の領家帯以北)と外帯(南側の三波川裕以

南)とに分ける日本列島第一級の大断層である(図ー 1.1.1). その活動は白亜紀に始まり

現在に至っている.特に、紀伊半島西部から四回にかけての中央構造線は右依ずれの卓量産

した活断層系をなし、日本列島のネオテクトニクスおよび地震予知の上からももっとも重

要な断層の一つである(例えば、岡田，1973;Okada，1980) • 

中央構造線は、紀伊半島中央部より東では領家格と三波川帯との境界断層として認定さ

れている.しかしながら紀伊半島西宮日から四国では‘白亜紀後期の和泉層群が領家帯の南

縁部の岩石を不整合に覆って分布するため、中央構造線は北側の和泉層群と南側の三波川

変成岩類との境界断層となっている.中央構造線沿いの第四紀断層については、これまで

高角断層と低角度で北傾斜する断層が知られている。このうち、第四紀後半に活動的な断

層は.低角断層の北側を走り、その地表トレースの直線性、断層面の走向、傾斜および変

位地形から、一般に高角度の断層面を持つ右積ずれ断層と推定されている(岡田，1973;阿

国・寒川，1978;Okada，1980など).とれに対して、低角断層は、断層変位地形を伴わず、

第四紀中期以降の堆積物に覆われることから、第四紀前半の菖涌谷時階の断層逮動を示す

とされている(岡田，1973;岡田・主主JiI，1978;Okada，1980など)。

四閣において和泉層群と三波川変成岩類との地表物質境界断層としての中央構造線は、

鳴門市から池田町にかけて讃岐山脈の南麓を通り.更に川之江市から西条市にかけて石鎚

断層崖を形成し、丹原町付近で-.e_南北方向に屈曲(俊樹屈曲)した後、再び東北東方向

をとり、双海町から伊予灘に入る(図ー1.1.2)。一方、地質境界としての中央構造線に沿

って、中央構造線と並走もしくは版行する断層群が形成され(中央構造線断層系)、このう

ち第四紀に活動した断層辞は中央機造線活断層系と呼ばれている(岡田，1970).

四国北東部の讃岐山脈南践においても、中央精進絡に沿う断層として高角断層と低角断

層が報告され、これらの位置および活動機式につ いては、以下のように見解が分かれてい

た(図ー1.1.3).すなわち、中川 ・中野(1964a，b)、模本ほか(1968，1969). 中野ほか(1973) 

は、地表における地質分布およびE草原の接触関係から、中央構造線の第四紀の活動は、北

側の和泉層群の地塊の南側の三波川|変成岩類もしくは砂採層への衝上断層とした.しかし

ながら ，岡田(1968，1970，1973，1977，1978)、Okada(1980)などは，断層変位地形と断層露頭
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の観察から、中央犠造線の活断層は鉛直移動成分よりも水平移動成分が大きい高角度右績

ずれ断層で.西宮富の池田地区と東端の鳴門地区では和泉層苦手と三波川変成岩煩との地質境

界断層と一致し、この間では地質境界断層としての中央様造線の北側の和泉層群分布綬を

走るとした.そして、中)11・中野(1964a，b)、篠本ほか(1968，1969)‘中野ほか(1973)らに

よる衝上断層は、地すペりあるいは古期の中央構造織の活動もしくは古期の高角度断層の

gravity spreadingによる低角化と解釈している.これに対して.須鎗(1972)、須鎗・阿

子島(1978)および Suyari & Akoj ima( 1980)は、第四紀における中央構造線は、水平移動成

分よりも鉛直移動成分がはるかに大きい断層で，衝上断層は鉛直変位に伴う superficial

overthrustingによる局部的な低角度化現象であるとした.

このように中央徳造線の活動について見解が別れたのは、断層変位地形の認定と共に、

断層として板われた逆断j習あるいは衝上断層の成因に関する解釈の相違があるためである.

すなわち、阿波池田町の白地衝上および新山、三野町の芝生衝上、美馬町の荒川衝上、阿

波町の阿波衝上等の成因については、

①中央情造線の衝上断層運動〔中川・中野，1964a等)

②高角度断層の gravityspreadingによる低角度化(岡田，1970等)、

③垂直変位に伴う superficialoverthrustingによる低角度化(須鎗・阿子島，1978等)

⑥地すベり(岡田，1968:長谷川1，1988，1990)、

と見解が別れている(図ー1.1.3).

本論文の目的は、中央機造織の第四紀の街上断層を地すべりの観点、から再検討すること

にある.ヱれらは、中央構造線の断層運動によって形成された衝上断層、あるいは高角度

断層の低角度化とこれまで考えられていたが、更新世前期~中期に背後の断層崖から滑動

した巨大な地すペり岩体が含まれている可能性が高い(図ー1.1.2;長谷川，1988 ， 1990a ， b ， 

Hasegawa，1991).中央徳造線沿いの地すべりについては‘阿波池回町の馬路川沿い、シン

ヤマの例が報告されているものの(岡田，1968，1978)、とれが中央機造線沿いに普遍的に分

布し、中央構造線沿いの地形、地質を研宛するよで、重要であるという認識はなかった.

しかしながら、地すベり岩体の解明の結果.中央構造線の地表断層が明確になると共に、

その第四紀における右検ずれ断層運動が地質学的に実証され、地すペり岩体の解明は今後

中央構造線の地形および表層地質を研究する上で不可欠の要素であることが判明した.

そこで、本論文では、四国の中央構造線沿いの岩lIIiすべりのうち、讃岐山脈南aおよび

松山平野周辺に分布する和泉層群から構成される地すペり岩体の産状、変形術進を記載し、
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地形および関連する堆積物などからその起源を解明し、第四紀における中央携造線の断層

運動、地形地質発達史等について論じる。和泉層群の岩盤すべ りを対象にしたのは、本層

群が主として担ーピダイト起源の砂岩泥岩互層から構成され、三被川変成岩類と比較して

メソスコッピクな変形がほとんどないため、地質構造の解析が容易だからである.

中央構造線のような活断層の断層崖で発生する岩盤すべりは.機造地質学、地形学およ

び土木地質学の観点から重要な地質現象と考えられるが、とれまでその重要性についてほ

とんど認識されていない.

構造地質学の観点から見ると、岩盤すべりによって形成された変形構造は.しばしばテ

クトニツク起源のものと見誤られる。例えば、岩盤すべりによって形成された物質境界は

しばしば地下深部の断層の地表表現とみなされている.特に、断層盤を構成している古期

岩類の地すベり岩盤と第四紀堆積物との境界は第四紀における断層運動と誤認される.そ

の結果、地下の断層の正確な位置、形賂、活動綬歴、活動綴式を誤認することになる.

績ずれ断層に伴う衝上断層には‘その断層にかかわる本質的なものと、重カによる二次

的な変形、単なる地すべりに至るものまで様々なものがある.従って、中央構造線沿いの

衝上断層の成因を解明することは、中央構造線付近の地質傍造および断層活動史を明確に

するだけでなく.他の績ずれ断層の形態、運動像を解明するうえで、意義が大きいと考え

られる.

また、重力は地表付近の地層および岩盤の変形の主要な地質営カで、地質様造の形成に

重要な役割を果たしている.重カによる地鍛表層部機成物質の移動には、個々の岩石の斜

r一 面下方への移動から(地すべりなどがごれに相当)、プレートの運動に歪るまで、様々なス

ケールのものがある。したがって、岩盤すべりの変形構造の研究は‘ gravity gllding 

tectonlCS更には extensional tecLonicsへも貢献できるであろう。

岩盤すべりは、断層崖の形成過程においても重要な役割を果たしている.比高数100mに

及ぶ断層鐙は，千年に一回の断層運動で数mづっ形成されたとしても、 10万年以上の期間

で形成される園この間断層崖は成長をしながら、削剥され、現在の斜面地形となる.した

がって‘断層度における岩盤すべりの解明は、断層度下に堆積した堆積物のと共に、断層

虚の形成過程に関する重要な情報を提供する.

一方、岩盤すべりは断層崖あるいは断層崖下に移動地塊とともに特有な地形を形成する.

移動地塊はその後の断層運動によって変位を受けるとともに、移動地塊および発生域の滑

滋崖7J'関析されていく .四国山地における地すペり地形は‘規模が大きければ段丘面と同

-3-



様に、更新世中期頃のものまで保存されている(長谷川パ98b;長谷川ほか， 1988)が、さ

らに古い時期のものは完全に開析されてしまう.過去に地すべりによって移動した岩鍍ブ

ロックは、地表だけでなく、ブロック内部まで破砕されかつ緩みの著しい不良岩盤となっ

ている.地すペり性岩盤は地すベり地形が残っていれば発見可能であるが、大規模でかつ

地すペり地形が全く関析された場合には普通の地山と見誤ってしまう.このような古期大

規模地すペり性岩盤の存在はとれまでほとんど知られていなかったため、土木工事では予

想外の幾工事になっているところもある(横山ほか，1983; 中島ほか， 1988). したがって、

地形調査だけでなく地質調査によって地すべり起源の岩盤を認定するヱとは、土木地質学

の観点からも重要である.
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1. 2 用語の定義

本研究の目的は、中央構造絡の第四紀の衝上断層を地すべりの観点から再検討するヱと

にある.とのためには、先ず地すベりおよび中央構造線沿いの断層に関する用語の定義を

明確にする必要がある.

重カによる地殻表層部機成物質の移動には、個々の岩石の斜面下方への移動から、プレ

一トの運動に至るまで.様々なスケールのものがある.重カf骨動(gravitysliding or 

gliding)は、地殺を携成する岩体の霊力による下方への移動に関する一般的な用語として

使用する(Bates& Jackson，1987)0 これには、斜面上の地すペりから地下深部からの営カ

が引き金になるものまで様々な形態がある.一方、地すペり(landslide)は斜面上のmass

movement全般を指すととも多いが、こエでは斜面表層部の物質が明瞭なすべり面で一体と

なって滑る現象に限定して使用する.ヱのうち、斜面を構成する岩盤が、既存の弱商から

分離し、斜面下方に移動するものを岩鍛すベりと呼ぶ.そして、岩盤すべりによって移動

した岩体を地すべり岩体と呼ぶ.これに対して、明瞭なひと続きのすべり面伴わない斜面

構成岩盤の重力変形は岩盤クリープと呼ばれる(千木良，1984)0 

中央構造線は、紀伊半島中央部より東では鎖家格と三波川帯との境界断層として認定さ

れている。しかしながら紀伊半島西部から四国では、白亜紀後期の和泉層若手が領家帯の南

縁部の岩石を不~合に覆って分布し、中央情造織は北側の和泉層訴と南側の三波川変成岩

類との境界断層となっている.しかしながら、中央構造線の断層露頭と言われるもののな

かには、地下の領家花関岩類あるいは領家変成岩類と三波川変成岩類との境界断層の地表

表現でないものも含まれている.特に、地表協の重カ作用のみに起因する地すべりによる

地表物質境界は、中央構造線の断層とは区別されるべきものである(図ー1.2.1) 0 したが

って、本論文における「中央構造線Jは、地すべりによって形成された地表物質境界断層お

よび地すべりによる移動を受けた断層を除外し、地下の領家花陶岩類あるいは領家変成岩

類と三波川変成岩類との境界断層が地表にまで至ったものについてのみ使用する.これに

は、和泉層辞と三波111変成岩類との境界断層.和泉層務ある いは三波111変成岩績と第四紀

層との境界断層、現地性の和泉層群と地すべりによって移動した異地位の和泉居辞との境

界断層等がある(図一1.2.2)0
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1. 3 本論文の偶成

本論文は、四国の中央鋳造線沿い、讃岐山脈南鐙および松山平野周辺に分布する和泉層

群の大規模岩重量すべりについて記載し、それらの起源、形成過程等について議論する(図

-1.1.2)。また.岩盤すべりは鮮新 ・更新統と密接に関係しているので、中央構造線沿い

の鮮新・更新統の岩質と時代を併せて記載する.

讃岐山脈南麓では、まず西部の阿波池田町におけるに中央梼造線の断層崖で発生した地

すベり地形と地すペり岩体の特徴を記載する.ここでは、和泉層鮮の地すベり岩体が.中

央構造線を越えて南側へ滑勤し、しかも滑動後中央構造線による断層変位を受けているの

が地形的に確認できる.そこで、まず地形的に確かな岩盤すべりについて、その形態、変

形構造等を記載し中央構造線の断層と岩盤すペりとのちがいを明確にする.

次に、讃岐山脈甫麓中部の阿波町土柱地区および最大級の岩重量すべりである切幡丘陵に

ついて各種の変形構造を記載する.ここでは、従来中央構造線の衝上岩体とされた和泉層

群が‘鮮新 ・更新統堆積時の地すペり岩体であるごとを実証するとともに、地すベり岩体

の復元を試みる . そして、復元の結果推定される中央構造線の2~3kmの右綴ずれ変位が、

鮮新 ・更新続中の異質擦の分布から証明されるヱとを示す.更に、鮮新 ・更新統の居相が

中央徳造線の右償ずれ断層運動を示唆するヱとから、中央構造線の更新世前期の断層迎動

について考祭する.

松山平野では、東部の川上断層沿いの小規綴な岩盤すべりについて記載する.工こでは、

岩盤すべりの変形構造と発生源における重カ変形構造を比較して、その発生線機に関する

データを提示する.

また、松山平野南西部の伊予断層沿う巨大な岩鍛すべりについて記載する。ここでは、

とくに岩盤すべりの先端部の構造および、前面の堆積物の変形構造との関係を検討し、鮮

新・更新統の大規模な変形が岩盤すべりで説明できることを示す.

最後に、調査結果をまとめ、地すベり岩体の形成過程解明および周辺の鮮新・吏新統の

堆積相から導きだされる中央構造線付近の地下構造、第四紀断層運動等に関して論ずる.
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2. 中央構造線沿いの地すペり岩体の特徴(阿波池田地区}

2. 1 はじめに

凶国北東部の香川県と徳島県との境界には、中生代白亜紀後期の和泉層群からなる讃岐

山脈が東北東方向に走り、 600~1，000 roの標高で定高性の良い尾穏を連ねている(図 -2.

1.1， 2.2.2)。讃岐山脈は、その南縁を中央構造線によって限られ、吉野川l低地に接して

いる α 吉野)11(民地は、東疏する吉野川によって形成され池田町を頂点とし東に広いた細長

い(長さ70km)複状の平野で、河口付近の徳島市では傾10kmに逮している.吉野川低地の南

には三波川l変成岩類からなる急峻な四国山地が広がっている.議岐山脈の南麓には、綾岐

山脈と平野もしくは丘陵の境界に、中央構造線活断層系に属する第四紀断層群が雁行する

ように、 ENE方向に走っている.そのうち、主な断層は、西から池田断層、三聖子断層、

父尾断層である(岡田，1970;図-2.1.1)

鍛岐山脈商館における中央構造線の位置および活動様式については、既に述べたように、

①衝上断層説、②右償ずれ断層説、③垂直運動説と見解が分かれている巴これらの見解の

相違は阿被池田町で最も顕著に表われている(図 -2.1.3)。すなわち、

① 衝上断層説では、中央構造線は北へ30・前後傾斜する北から南への衝上断層で、馬

路)11沿いから、白地、イ 9}を通りシンヤマの南側にぬけている(中川・中野，1964;中川，

1965). 

② 右敏ずれ断層説では、中央構造線{池田断層)は、変位地形、断層破砕帯の分布状

o 告もより、馬路川から、池田町市街地、吉野川北岸にかけてほぼN75・Eの走向でほとんど

直線上に走り、中)11・中野(1964)などによる低角衝上断層は地より地塊であるとしてい

るいる(岡田 .1968，1978;Okada，1980 ;岡田・堤.1990;岡田 ・長谷)11.1991) • 

③ 鉛直運動説では、中央傍造線は本来縦ずれ高角度断層であるが、池田町j馬路、白地、

シンヤマにかけての区間では、表層部が北より南への低角衝上断層となったものである(

須鎗・阿子島，1978;Suyari& Akojima，1980) • 

阿波池閏地区では‘中央構造線の断層崖で発生した和泉層群の地すペり岩体が中央省軍造

線を越えて、南側へ張り出し、しかもこれが中央構造線による断層変位を受けているのが

地形から予測でき、かつ地質的にも確認できる.ヱのような地すベり岩体は、岡田(1968.

1978)、Okada(l980)、岡田 ・堤(1990)、岡田 ・長谷川1(1991)、長谷川 柳田(1992)によっ

て報告されているが、詳細な記載は行われていない。従って、まず地形的に確かな岩盤す
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べりについて、その変形構造を記訴し、中央構造線の断層と岩鍍すペりとのちがいを明確

にする.そして、地形的に明瞭な池田断層が、地下における和泉層群と三波川変成岩瀬地

の境界断層に相当することを新たな断層f4fjiJ{のデーヲなどによって実証する.更に、中央

構造線の位置、活動機式で議論の分かれるシンヤマについて記載し、岩E童すべりであるこ

とを実証し、その起源について考察する.

9
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1:池田断層，2:三野断層，3:井口断層， 4:父尾断層， 5:神田断層， 6・鳴門断層
7:竹成断層，8:)工畑断層，9:程原断層，10:田中断層，11:景次断層，12:長尾断層，13:鮎滝断層

図-2.1.1 讃岐山脈周辺の第四紀断層分布図 (Sai，0，1962;岡田1968，1970，1978; 
Sangawa， 1978 ;長谷川， 1985を編集，基図はlkm未満の谷埋めによる)

.... 

図-2.1.2 讃岐山脈南麓の地形(LANDSATMSS 映像)
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② 右績ずれ断層説(岡田， 1968)

③ 主垂直運動説(須鎗 ・阿子島，1978)

図-2.1.3 阿波池田地区の中央構造線に関する見解
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2. 2 地形概要

航空写真和j読による阿波池田地区の地形分顛図を図-2. 2.1に示す a

阿波池田地区は東へ細長く開く三角形の吉野川低地の西端部に位置している.ここでは、

四国山地を南北方向に核断した吉野)11が、讃岐山脈にぶつかり、その疏れを直角に変え、

東涜する馬路川!と合統して東旅している.馬路川および東統する吉野川|は東西方向の谷を

形成しており、その北側に讃岐山脈、その南側に四国山地の山裾が東西方向に巡なってい

る.

吉野)11本慌に沿っては本流起源の河成段丘が発達し、古いものから高位、中位および低

位段丘(群)に区分されている(岡田，1968) 0 高位段丘面は中西の東部の標高19S~210m

の平坦地を形成している。中位段E面は白地の簡易保険保養セン担ーのある平坦値(標高

130m) 等を形成している。低位段丘哲学は白地から中西にかけての標高110~IISmの平坦値

を形成して池田町市街地の池関上位面(l 22~145m)、池田下位面(標高 100~110m)に連続し

ている園また、池田町市街地より下琉側では、池田側より州津下位商(標高96~99m) 、州

律上位面(標高 106~112m) 、昼間面(標高80-82m)が分布している .

中央構造線の新期活動を示す池田断層は馬路川|および東読する吉野川の谷底の北縁部、

すなわち讃岐山脈の山裾に沿って走っている.すなわち、馬路川|から吉野川下涜沿いの段

丘商および地すぺり緩斜面にはN7S'Eの走向で、断続するリニアメントがほぼ一直線に並

んでいる.これらのリニアメントは中央構造線池田断層による断層運動による変位地形と

考えられ、池田下位面と池田上位菌との問に比高20-30m. 州津下位函と州律上位面との

間に最大比高約10mの断層崖を形成している(岡田，1968)。

讃岐山脈の南部には雲辺寺山から.西山牧場にかけて標高650m-900.の定高性の良い山

陵が東北東一西南西方向に速なっている.また、ヱの山頂部では小起伏面が保容されてい

るととろがある。讃岐山脈の南縁部は比高300-600mの急斜面となっており、中央構造線

の開析された断層崖に相当する.馬路川沿いの讃岐山脈山麓には、馬路、弁ノ久保等多く

の地すベり地形が形成されている.また、中央構造織の北側の讃岐山脈の中腹部馬場、洞

革、西山にかけて標高300-600mのところに緩斜面が形成されて いるa その背後には滑落

崖跡の急斜面が形成され、また緩斜面の下部は比高100-400mの急斜面が形成されている.

以上の地形の特徴から‘これらの緩斜面は古い地すペり地形と判断される.このような、

古い地すベり地形は、鮎苦谷川に沿っても分布している.
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図-2.2.1 阿波池田地区地形分jiJ'j図
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2. 3 地質概要

讃岐山脈の母体をなす白亜紀後期の和泉層群は、北縁では領家花街岩類を不m合に被覆

し、南限は中央構造線によって三波)11変成岩類と接している.北縁の不m合付近には、僚

岩・アルコーズ砂岩が延々と東西方向に分布している.この基底機岩層の南には、泥岩を主

体とする泥岩相、さらにその南には砂岩と泥岩との互F置を主とするうZーピダイト相が広〈
‘t事会戸

分布、古賀岐山脈の主体を形成している(須鎗 ，1973;Nishimura，J976;酋ホr，1980)0 和泉層
群は東にプランジした輸をもっ複向紬構造を形成している.そのため、各層は東が開いた

馬蹄型の分布をしている.複向車'1輸は和泉層群分布域の南部、中央構造絡の約2km北側を

走っている.

讃岐山脈の南麓では扇状地位の河成段Eが発達し.第四紀後半に讃岐山脈から土砂の供

給が著しかった之とを示している.段丘および扇状地堆積物など堆積面の保存の良い堆積

物については、地形面の比高や保存状態、堆積物の風化の程度、 "C年代などに基づき区

分されていた(須鎗・他，1965; 岡田，1968，1970;須鎗，1972;須鎗・阿子島，1978) 0 また、

堆積原面を残していない、すなわち丘陵地の堆積物については.須鎗らは段丘堆積物に含

めていたが、岡田は中・古期第四系として区別していた.しかしながら最近、山崎(1988)，

阿子島・須鎗(1986)、須鎗・阿子島(1990)によりこれらの地層が前期更新世であるととが

あきらかにされ、吉野川北岸の前期更新統を主体とする先段丘堆積物は、水野(1987)によ

って土柱層と再定義された.

地質図を図 -2.3.1に示す.なお、露頭地点は図-2. 2.1に表示した.ここでは、当地区

の基盤岩および未聞結堆積物の岩質および地質構造を記載する.
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図-2.3.1 阿波池問地区地
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2.3.1 三波川変成岩額

(1) 分布と岩質

三波川変成岩類は馬路川以南の山地および池回町市街の南側の山地を構成している.

馬路川沿いでは、主として、泥質片岩および砂質片岩が分布し.主主質片岩および塩基性

片岩を伴っている.馬路川沿いでは河床昔日に断層破砕を受けていない本岩が露出している

ので、中央構造線は讃岐山脈の山裾を通過すると推定される.

池田町市街地の南側の山地には幅500~1000mにわたって連続性の良い塩基性片岩がほぼ

東西方向に分布している a 池田町市街地の古池 (Loc.19) で実施したボーリング調査によ

れば、約79mの堆綴物の下位に、風化した砂質片岩に基盤が確認された(岡田，1991:岡田・

長谷川，1991図ー2.3.7)，

(2) 地質構造

三波川変成岩績は、震頭では一般にENE~日NWの走向で、北へ30' ~60。傾斜している.

池田町市街地の南に分布する厚い境基性片岩の一般走向はほぼ東西である.この混基性

片岩は連続性が良〈、分布から判断して須鎗・阿子烏(1978)の想定する南北性の断層に

よるマツバブルな変位は受けていないと考えられる.

2.3.2 和泉層群

(1) 分布と岩質

和泉層群は馬路川の北側および吉野川の北側の讃岐山脈を構成すると共に、池田町市街

西部のシンヤマの丘陵に分布している。

讃岐山脈南西日の和泉層群は主として砂岩優勢砂岩泥岩亙層(砂岩勝ち互層)から続成され、

西部の上浦付近‘東部の測津付近およびシンヤマ泥岩優勢砂岩泥岩互層(泥岩勝ち互層)が、

泥岩勝ち!i層が多〈挟まれる.

砂岩勝ち互層は、厚さ数 lOcm~3mの厚い砂岩と数回米溺の泥岩の盤然としたE庖から檎

成される.砂岩は灰黄色~灰緑色を呈し、級化層理に宮み、ヲーピダイトである.泥岩は

黒~黒灰色を皇し、砂粒を含む.本居中には厚さ数m程度の酸性ガラス質凝灰岩がはさま

れるが、その連続性は悪い.

泥岩勝ち互層は、数回~数lOcmの泥岩と厚さ数回の砂岩との互膚からなる.泥岩は議灰

色で砂粒や含む.砂岩は灰黄色~灰緑色で、中粒で級化層理に乏しい.

(2) 地質構造
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中央傍造線の北側のま買岐山脈には地すベり地形が発達しているので、地形上明らかに地

すペり岩体と判断される露頭を除き、現地位と判断される和泉層群は一般に開いた熔曲構

造を形成している.

調査地内では.中央構造線から北へ1.2kmの所に北へプランジするN75・Eの方向の向斜

純(峰ノ久保向斜)がある.その南東の和泉層群はN40~50・同の走向で、北へ30~50・傾斜

し、北裂ではN50~60・ Eの走向で、南へ約20・傾斜している.輸部では、和泉層群は波長

約 10m 開いた東へ1O~20・プランジする小褐幽を形成している.向斜輔の800m北側の木屋

床には背斜納(木屋床背斜)がある.

測津から下馬路間では、中央構造線の約500悶北側に、東西方向の向斜と背斜繕造が形成

されている。背斜輸は池田ダムを通り、ほほ吉野川に沿って走る.背斜車自由Fは池田ダムの

基礎に露出し、破砕帯を伴っている(水資源開発公団，1975)，南翼では、 ENEの走向で南へ

約60。傾斜している.北翼では附~NN同の走向で、 20・ ~65・北東へ傾斜している.すな

わち、この背斜構造は和泉層務の一般的な聞いた宿幽と異なり、閉じており、かっ輸部に

破断を伴う脆性変形を受けている.との摺曲構造は述続性が悪<.下馬路より西方の和泉

居者平には、このような楕曲構造は認められない.

2.3.3 磁性貫入岩

佐野上捕の馬路川|支統の出口付近では (Loc.l)、泥質片岩の破砕西日に岩脈が貧入して

いる([週一2.5.8)，岩脈は黄褐色を塁し、完全に粘土化しているため、原岩が判定できな

fヘ いが、色調からデイサイト~統紋岩と推定される。本岩のすぐ北側には和泉層群が分布す

るので、本岩は愛媛県の中央構造線と同様に、中央構造線の破砕帯に貫入した中期中新世

の岩脈類と推定される.

2.3.4 土柱層

池田町付近の砂篠層は一般に上下 Z層に区分されている(中川1・中野，1964;中川，1965; 

岡田， 1968) ，とのうち下部機層は、段丘菌を形成する上部機層とは明盟主に区分される先

段丘堆積物で、土柱層相当層に対比される.本暦は中央構造線池田断層以南に分布し.最

大100mの厚さに逮する.各地点、の柱状図を図ー2.3.2に示す.

馬路川支流深川谷出口付近(Loc.2)では淡青色ー淡灰色の粘土層が分布している(中川1・中

野，1964;岡田 ，1968; 須鎗・阿子島，1978). 本堆積物は.三被川変成岩類の角線および材
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が粘土ないしシルト貨の基質にサポートされていることから土石涜堆積物を主体とするも

のと判定される(1週一2.3.4)0本堆積物中の柑からは25，950:t950年8.P.の2・C年代が報

告されているが(岡田，1970)、本堆積物は、固結度が良く、地形菌を形成していないの

で、低位段丘堆積物ではないと考えられる E 本堆積物は、現在より若干寒い気候を示す植

物遺体を産すると共に(中}II・中野，1964;中JII，1965)、メ Ijセコイア穂子を産するので(

水野清秀，談話)、更新世前期以前の縫積物を含むことが確実である.

北名付近(Loc.7)および、池田町下位面の下部(Loc.23)に分布する本層(下部隊層}は、

よく内摩された三波川|変成岩類の中~大礁を主体とし、和泉層群砂岩の円傑~亜角僚を含

み、これらの療はクラストサポートされたおり、本流型河川雄積物である(図-2.3.5). 

また基質は砂質であるが、風化を受け糞褐色の粘土分が培えている.機自体も風化を受け.

〈さり磯化している部分も多い。しかし、様層の図結度は段丘面を構成する上部機層より

良い.岡田(1968)は下部機層と上部保層は箆合と考えているが、上部事長層は、風化を強〈

受けた下部礁層の上に堆積している未風化の篠層なので.両者・は盛合一連の地層とは考え

られない.また、須鎗 ・阿子島 (1978)は、本層を風化の程度から中位段丘様層としてい

るが、段丘面を形成しておらず、またその分布高度も低い.従って、本層は中位段丘権成

層ではなく、より古い土柱層相当層の可能性が高い。本暦最上部のシルト層から2.4-2.8

万年の'‘ C年代を示す材化石が報告されているが(岡田、 1968)、その後の再測定では4

万年を越えているという(須鎗・阿子島，1978)0エの 2・C年代は測定限界を越えており、土

柱層中の材化石の測定値と考えても矛盾しない

白地簡易保険保養センター中位段丘薗(140-150m)では、標高125m付近で、主主mlの温基性

片岩を結晶片岩の円綴層が被覆している.この際層の基貨に乏しく.砂から織成され明赤

褐色に風化している.その上位には、平坦面まで厚さ20m以上の閤結度の良い角線層が堆

積している。この角磯層は中~大様サイズの砂岩班角線~角線から構成され、三波川変性

岩類の綴は入っていない.また磯も新鮮で風化の程度は低く、基質は糞褐色を呈したシル

トを主体としている.本腐は、角磁が基質にサポートされているヱとから‘土石統堆積物

と推定される.本層は中位段丘面下に分布しているが、園高吉が非常に良いこと‘土石流の

喰積地形が段丘面に切られていることから、中位段丘堆積物ではなく、土柱居中目当局と推

定される

池同町市街地の古池 (Loc.19)で実施したポーリング調査lこよれば、約10mの池図下位

極構成層の下位に、約69mの厚さで三波川変成岩類の砕屑物を主体とする厚い土石統堆積

内
〆
包



物が雄認された(岡田，1991;何回 ・長谷川1，1991;図-2.3. 7).本層は、その最上部に風化

殻が形成され、国結度が非常に良いので、段丘構成層とは区別される.下部にも還元色中

の堆積物中に褐色化した風化帯があり、堆積中に勉度か離水したと推定される.本層中の

腐績土の花粉分析によれば、メタセコイアを多産するので、更新世前期以前の堆積物を含

む(岡田，1991). 

池田町市街の南の山裾(Loc.13，15)には、和泉層群砂岩の角僚からなる土石流堆積物(図

-2.3.6)および三被川変成岩類の僻屑物からなる土石総堆積物が分布する(図ー2.3.7)，

本層は、須鎗 ・阿子島(1978)により中位段丘堆積物とされたが、段丘面は残っておらず、

国結度が良いことから土柱届相当層と判断される.本暦中の材化石からは、 Loc.15で

>37，800年B.P.の“ C年代(古谷，1977)、 Loc.13で32，600年B.P前後の 2・C年代(岡田 ・

堤，1990)が報告されているが、日 C年代の昔¥IJ定限界に近いため、これは堆積物の年代を

示していないと思われる，Loc.14における腐植土の花粉化石は、メタセコイアを含まず.

Cryptomeraに富み、 3万年以前の堆援物(古谷 ，1979)に対比される(図-2.3.8).

州津(Loc.24)における吉野川|北岸用水のポーリング調査によれば.池田断層以南の沖積

層の下位にN値50以上の図結度の良い厚い堆積物が確認されている.しかしながら、池田

断層以北では河床部に和泉層群が露出し、本層の分布はない.

以上述べたように、池田断層以南の吉野川|低地の地下には厚い先段丘堆積物が分布し、

一部は四国山地南鍵斜面にへばり付いている.本層は、南縁部の四国山地の山麓で、 三波

川変成岩類を不繋合に被覆し、 三被川変成岩類との不整合商は中央構造線に向かつて約10

.北傾斜している(図ー2.3.3)。ヱのため、池田断層のすぐ南側の池図町市街地では、本

層は少なくとも100mの厚さにに達する.本層は古吉野川の河床堆積物、ま質岐山脈の山麓お

よび四園山地の山鑓に堆積した土石涜堆積物を主体とする古吉野川低地西端部の堆積物で

あるよ本層の下部は、メタセコイアを産出するので、更新世前期以前の堆積物を含み、上

部は段E以前の更新世中期に達すると推定される。したがって、本層は土柱層とほぼ同時

代である.

2.3.5 段丘堆積物

吉野川本涜に沿っては本総起源のI可成段丘が発達し、古いものから高位、中位および低

位段ft(務}に区分されている (2. 2参照) .これまで段丘堆積物とされた未回結積物

中には段丘面傍成層より古い土柱層相当麿が含まれている.段丘堆積物は、段丘蔚を直接
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構成する10m前後の厚さの軍事層である.

(1) 中位段丘堆積物

丸山の北斜面の標高 150~170固にかけては本流型の中位段丘堆積物がある . 本層は賀褐

色のli!I貨基質をもち、片岩の円礁を主体としている.なお、丸山の周辺では三波川変成岩

類の円僚を含む和泉層群起源の崖錐縫積物が分布しており、段丘商はもっと広がっていた

可能性が高い固

(2) 低位段丘堆積物

池田町市街地権成面は池田断層によって、北側の池田上位面および池悶下位面に分断さ

れている.池田上位菌構成層は和泉層群を不整合に被覆して、厚さ 5m前後の砂磯庖から

なる，本層は主として良く門摩された片岩の中~巨様から構成されて、一部に和泉層群の

角礁を伴う(図-2.3.11).申書は新鮮で、風化はほとんどない.基質はff音褐色(10YR4/4)を呈

し、主として砂から構成されている.一方、下位面権成層はよく円摩された片岩の中~大

礁を主として、和泉層群の砂岩の巨僚を伴う (~-2.3.12)。基質は暗褐色(1 0YR3/4) を呈し、

組粒砂ー小礁からなる 。 本暦は露頭状況およびボーリングデ -Ij によると厚さ 13~14m で、

上位面構成層より厚い.本層は上位面構成層とほぼ同岩穏で風化もしていず、岡田(1968)

の指摘するように上位商と下位函はほぼ同時代面である可能性が高い.

州津面は池田断層によって上の段の上位蘭(様高106町 112m) と下の段の下位面(療高96-

99m)に区分される(阿国，1968)。とれらの面には和泉層群と三波川変成岩類の円僚からな

る厚さ 1m前後の本涜型僚層が分布している.擦は新鮮で風化はほとんど受けていない.州

路下位商は震頭がないのでその層相.厚さは不明である。

昼間面は‘現吉野)11河床より約10岡高い平坦面で.沖積段丘と考えられている(岡田、

1968) .本層は吉野川本流の旧河床砂磯からなり、厚さ数回以内である.

とれらの段丘面の時代は確定していないが、岡田(1968)によれば中位段丘商は下末吉商

に、池田下位面および上位面は立川面(2-3万年)に、州津面は青柳函(l万年)に.昼間面は

/Jll稜面に対比されている.
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図-2.3. 4 土石流j世積物からなる土佐層相当層(Loc.2)

三波}II変成岩類の淘泳の惑い角線および材が基質に支持されている邑

w E 

図 2.3.5 古吉野川の本涜堆積物からなる土柱屑相当層(Loc.23)

片岩の門僚を主体とし、和泉層群砂岩機も含む.風化を受け、くさり礁が多く、基質の粘

土化が進行している.
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図-2.3.8 和泉層詳砂岩角礁からなる土石疏Jjt積物(Loc.J3)

砂岩魚礁および材が基質に支持されている，片岩円話事が取り込まれている.

E w 

図-2.3.9 吉野川|南岸の山麓に分布する土柱層椴当層(Loc.13)

片岩の門事提層が淘汰の惑い砂岩角燦層(土石1m堆積物起源)中に挟まれている。
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図-2.3.10 土石統堆積物(Loc.13)中の腐舷土の花粉分析結果(パリノサーベイ同定)
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r、
図-2.3.11 地図上位商を構成する磯層(Loc.21)

和泉層群を不豊富合に被援している.片岩および和泉居者宇砂岩の傑は新鮮である。

w E 

図-2.3.12 池田下位面を構成する磯層(Loc.22)

土柱層相当層在不整合に被覆している.片岩および和泉層群砂岩の畷は新鮮である.
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2. 4 地すペり宕休

2.4.1 地すべり岩体の記餓

吉野川!北岸では‘馬場酒、馬場束、洞革、商山.峰の久保等、中央構造線の北側に位置

する讃岐山脈の山政には、開析された地すペり地形が分布している(図-2.2.1).また、

馬路川の北岸では、井 j久保、上馬路、上総等において明獄な地すべり地形が発達してい

る.これらの地すペり地形の緩斜面は、地表では和泉層群からなる角篠層.その下部は著

しく擾乱を受けた和泉層苦手から構成される.

一方、馬路川南岸の三波川変成岩額分布域においても地すベり地形が発達している.ま

た‘池田町市街地の南の山肢にも関析された地すベり地形が分布している。これらの地す

ベり地形の地表は三波川変成岩類からなる角線層および岩屑が堆積している。岩層中の礁

は風化を受けて.クサリ燦状になり、基質も赤褐色になっているところが多い.

三こでは‘それぞれの代表的な地すペり地形を構成する和泉居者手の地すべり岩体の岩質

と変形構造を記載し、類似した特徴を持つシンヤマの和泉庖詳についても記載する.調査

地区の和泉層群の地すべり岩体は、ターピダイト起源の砂岩泥岩互層からなる。これは、

地すべりや岩盤クリープの影響を受けていない河床昔日では、元来整然とした成層構造を保

っている.しかしながら、地すベり地形中では、成層構造は大まかに保たれているものの‘

関口割れ目が発達し、また著しく擾1iLを受け角磁状になった砂岩泥岩互層になったものも

ある。そこで、本報告では露頭で観察される砂岩泥岩互層を角様化の程度により A-Dク

ラスに分類し(図-2.4.1)、地形および地質権造との関係を調査すると共に、変形櫛進

を記載した.

Aクラスの砂岩泥岩互層の砂岩層および泥岩j冒は、ほとんど擾乱されておらず、tIl然と

した成層構造が保たれている.砂岩層中には、層理面とほぼ直交する数IOcm間隔の節理が

がある.泥岩層の磁砕は認められない.

Bクラスの砂岩泥岩互層の砂岩層には、不規則で小規模な関口容jれ自が多く形成されて

いる.関口割れ自によって分断された岩塊問の変位は小さく 、成層構造の乱れは少ない.

泥岩層は層理商沿いの努断を受け、角線になっ ている。

Cクラスの砂岩泥岩互層の砂岩層は、完全に角磁の集合体になっているが、成層傍迭は

大まかに保たれている.泥岩層は、完全に粉砕され、銃肌が形成されている.泥岩層の膨

縮は滋しく 、砂岩層もレンズ状になっている.
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。クラスでは、砂岩泥岩互層の成層構造がほとんどまたは完全に破嬢されて、一見崖錐

堆積物状を呈する.しかし、角礁は砂岩泥岩亙層から由来するものだけで異質艇を含まず、

基質もないので、地すベり岩塊と認定できる.
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図-2.4.1 和泉層鮮の砂岩泥岩互層の角機化の程度
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(1)西山

西山は池田町市街地北側の讃岐山JIIiI南麓に形成された地すべり地形である(図-2.4.3) 0 

工こでは約200回比高の滑稽鍾が形成され、滑稽崖の冠頂は桜高約650由の尾根付近に逮する.

滑稽崖下には、標高450m-600mにわたり緩斜面にが形成され.地表にはJ享い角様層が分布

する.角様層は、和泉庖群砂岩の角軍事を主体とし.黄褐色シルトの基貨を伴う.角後層岩

屑層は関口容jれ自の発達した Bクラス砂岩勝ち互層に漸移する.地すペり緩斜面は標高45

Omまで分布し、ヱれより河床まで比高200m以上の急斜面が形成されている.

農林省のボーリング調査によれば、角暗鳥居は42mに逮し、着岩後も割れ目の発途した砂

岩膨ち互層で、漏水が著しい。また、 E単位波探査によると地表から40-60mまでは1.0-1.1

km/s層で、その下位には3.6-4.6k皿/s層が基盤となっている(図-2.4.2)。ボ リング調

査結果から lkm/s層が角様層に、 3km/s以下の速度層が笥jれ回の発途した砂岩勝ち五層に相

当する.

( 2 )馬場

馬場は北流する吉野川が東へ屈曲部に当たる讃岐山脈南Ailに形成された地すべり地形で

ある(図ー2.4.5) 0 開析谷によって、地すペり地形はは馬場東と西とに分かれる。馬場東

では約200m比高の滑落盤が形成され、 f骨落崖の箔頂は標高約760-850mの尾根付近に達す

る。滑落皇室下には、標高350m-550mの山腹緩斜面に、厚い角線層が分布されている.角様

腐は、約20mの厚さに逮し、和泉層群砂岩の角艇を主体とし、貧褐色シルトの基貨を伴う.

桜高350聞から河床に近い130mまで急斜面が形成されている. ここでは関口割れ自の発達し

たBクラス砂岩勝ち互庖が分布する(図ー2.4.6) 0 
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a.平面図

標高(m)
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b. X測線断面図

図 2.4.2 西山地すベり岩体の平面図と模式断面図

(農林省中国四図農政局、1970に基づき作成)
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W E 

西山

図-2.4.3 西山の地すベリ地形全長

w P
]
 

馬場西

L 

馬場東

↓ 

図-2.4.4 馬場東の地すべり地形全景
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図-2.4.5 馬場の地すペり地形表層部の角軍事層

N S 

図-2.4.6 馬場の地すペり岩体を構成する Bクラス砂泥互層
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(3 )井ノ久保

井ノ久保の地すペり地形は、東西隔1.5km、南北隠しOkmとj馬路川沿いで最大級の規緩を

持つ.地すべり堆積物は馬路}IIを超えて約400m南へ滑動した結果、その先端が対岸の山裾

まで逮している(図ー2.4.7，8). このため、和泉層群からなる地すベり岩体は、三波}II変

成岩類とïI[接接している.現在の馬路川|は、地すべり岩体の先箱を下~Jする渓谷となって

いる。

地すベり岩体l立、表層部を和泉層群の砂岩角礁を主体とする角申書層がからなり、その下

部は著しく擾乱を受けた和泉層群から構成される。角換層は貧褐色~明赤褐色を呈してい

る，

Loc.3では‘数cm-数lOcmの砂岩角申書層中に計約2mの砂岩脇ち互層の岩塊が取り込まれ

ている(図-2. 4. 9) .この岩城には関口割れ目がcmのオーダーで密に形成されて.多角

形状の破断面も発逮している(図-2.4.10).

また、 Loc.4では、 cm間隔で関口割れ目が発途し、角E眠状に破砕された砂岩泥岩互層が

露出している.ここでは、大部分の砂岩泥岩互層は大まかには庖状構造を保つてはいるが、

砂岩層、泥岩層共にが不規則な形のブロックに分断され、角僚の集合体の綴相を呈する

(Cクラス，図-2.4.11).また、砂岩と泥岩の扇状構造が完全に破砕されて、角鎌層に

なっているところもある.これらの砂岩泥岩互層は連続性が慈く、走向・傾斜も変化に富

み、多角形状の関口容jれ自が発達している(図-2‘4.12).角僚と角僚との間は、賀補色

を呈したシルトの器質を持つマイク ロブレッチャーによって充填されている. -こには平

坦な画然とした輿断函は認められず、境界面の迷続性が怒く.方向性も認められない.

中川 ・他(1964)、須鎗 ・阿子島(1日78)等は、よ述の和泉層群の破砕を中央構造線に

よる断層破砕によるものとしたが、地すペり地形の範囲、地すベり地形の表層部に分布す

る岩腐上の角綴層、上記のような関口容jれ筒を多数伴う不規則な破断状況から、岡田(19

68)も燭摘するように、この破砕は地すべりに伴う破砕と結論される.
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池田断層

d.:地すペり岩体‘ lz:;f'1l泉居者千、 Sm:三波川変成岩頬、 富害額(B.C，Dは角様化の程度)

図ー 2.4.7 井ノ久保のルートマップと地すペり地形(基図は国土基本図IV-GE-25在使用)

地すペり地形中のリニアメントに基づく池田断層の地表トレースは、南に張り出している.

これは‘断層連動後の地すべりによる影響の可能性がある.

S 
N 

中位段丘筒
k 池田断層

図-2.4.8 共})¥保地すペり地形
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図-2.4. 9 井ノ久保(Loc.3)おける和泉層群地すベり岩体の産状

砂岩角線および関口割れ目の発達した砂泥互層岩塊(Cクラス)からなる

図-2. 4.10 砂泥互層岩塊中の関口割れ目 (Loc.3)の産状

-40-



W E 

図-2.4 .11 井ノ久保(Loc.4)おける和泉層群地すペり岩体の産状

大まかに成層構造は保たれているが.不規則な再度断によ って角篠~岩線状(Cクラス)にな

っているー

w 

図 -2.4.12 井ノ久保(Loc.4)おける砂岩層中の多角形状の関口劃れ目
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(4 )上浦

上捕の地すべり地形は、開析谷がほとんど形成されていないため、完新世に形成された

と推定される(図-2.4.13，14). また、地すペり地形および和泉層群の分布から判断する

と、地すベり岩体は約l50m南へ滑動した結果.その先端が馬路JIIを越えて対岸の山縮まで

逮し、三波川変成岩頭と直接接している.地すベり岩体は、地表付近はは大小の岩塊を含

む角僚からなるが、大部分は角E帯状に破砕された(Cクラス)砂岩勝ち互層および泥岩勝ち

互層からなる.

ム-地すベり岩体. A ts:砂岩勝ち互層、 Atm:泥岩勝ち互層、 B，C:角様化の程度

~砂賀片岩・犯質片岩

図-2.4.13 上浦のルートマップ(基図は国土基本図lV-GE-25を使用)
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図-2.4.14 よ捕の地すベり地形(a)と和泉層若手の産状(b)

a:和泉層群の地すベり岩体の先絡は、三波川変成岩類からなる山線に達 している a

b:地すぺり岩体の先端部に露出する角繰状の泥岩勝ち互層(Cクラス)
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( 5 )シンヤマ

シンヤマは.池田断層の南側に分布する和泉局計から構成される線高 170m~300田の孤立

した丘陵である(図 2.4.15， 16) .シンヤマでは、丘陵の緩斜面に和泉層群砂岩を主体

とする免篠層が分布し、低標高部に角傑状の C~D クラス砂岩泥岩互層が分布している.

角線庖は数回に逮する巨大な砂岩岩塊を含み、赤色風化して僚の一昔日はクサリ様となって

いる(図-2. 4.18) .シンヤマの和泉層鮮はその南縁で、三波川変成岩類に援する.その

境界面については、①中央傍造線の衝上断層面(白地衝上中川l・中野，1964)、②地すべ

りによる接触薗(岡田，1968:Okada，1980: 岡田・堤，1.990: 岡田・長谷川1，1991)、③高

角断層の低角化(須鎗・阿子島.1978) との異なる見解がある.しかし、以下の和泉層群

の南限の接触状況および池田断層が和泉層群と三波川|変成岩類との高角境界断層であるこ

小 とから(2. 5参照)川、ヱの境界は地すべりによる接触菌であることは確実である.

イタノでは和泉層群の主主i底の分布から.北側で低角度に北傾斜する境界面が南ほど高角

度になる(図-2.4.17)

Loc.9では、かつて下部傑層と三波川|変成岩類とを境する高角度の旧期"中央構造線"

破砕帯が、下部際層に衝ょしていたとされている(中)11・中野， 1964) .衝上断層商は、

部分的にはかなり緩傾斜を呈するととろがあるが、ほぽN75・Eの走向で、 20-30北へ傾斜

するという.現在は、当時と比べて露頭状況が怒く、和泉層群砂岩泥岩互層と三被川変成

岩類とが近接しているが、共に崖錐状の角線になっており、現地性かどうかは疑わしい.

Loc.lOでは、角磯状になった和泉層群砂岩泥岩互層 (Dクラス)が、塩基性片岩と高角

f、 度の境界面で倭している(図-2.4.19) .北側の和泉層群は、堆積時の層状構造および破

砕時の努断面を全く残しておらず、国結lJtの非常に良い砂岩の角僚を主体とし、まれに三

波川変成岩類の円礁を含む.片岩機は、境界面付近では境界面に沿うように直立している.

境界商は凹凸に寓み、破砕組織を伴わない.南側の塩基性片岩は、破砕されていないが、

強く風化されている園これに対して、和泉層苦手起源のの角僚層および片岩僚の風化の程度

ははるかに低い.一般に、堆積物の方が透水位の高いため、岩銚よりも風化の進行が早い.

従って、ことでは片岩が風化して後に、和泉層群起源の角線層が接したと考えられる.以

上の状況から、両者の境界は断層ではなく、和泉層群の岩体が、片岩僚を巻き込みながら

角聖書状様れ、その南端が風化した塩基性片岩の急斜面にぶつかったものと推定される.

シンヤマ東側の新池(Loc.13)では、北側の和来層君事と南側の礁層とが断層で接し.両者

の問には幅 1mの断層角係者}(走向E-W、丞直)が報告されたが(須鎗 ・阿子島，1978)、
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1990年春に大規模な切土工が実施され、その全貌を把怨することができた.

ここでは、和泉庖若手泥岩勝ち互層がうねった境界面で礎層に載っている(図-2.4.20). 

境界簡は、北端ではN80.Eの走向で、北に70.傾斜しているが、南側ほど緩傾斜になって

いる。上盤の泥岩勝ち互層は、成層構造がかろうじて残っているが、関口した不規則!な割

れ目によって個々の単層は角軍事状に破砕されている(図-2.4.21).関口書jれ自のー部には、

下鍵の堆積物が貫入している.境界面直上の和来層群は、 10数cmの厚さで黒色泥岩の粉砕

物中に砂岩の角僚が散在した堆積物状の屑を成しており、 ζ 之には掠断面は形成されてい

ない(図ー2.4.22)。これは、角園長居が滑材となって.堆積物が来園結の状態で、和泉層君事

の岩体が移動・定着したことを示している.境界面直下の傑層は、和泉層群砂岩の角僚が

シルト質の基質に支持された土石統堆積物から成る.本堆積物中には、和泉層一群の数m以

上のブロック、片岩の門様、丸太状の材が取り込まれている.本堆積物は、固結度から土

柱層柑当層に対比でき、岩種から綾岐山JlIi¥山麓で堆積した物である.本堆積物は、その南

縁で三波川|変成岩類を被寵する三波川変成岩類の砕屑物からなる土石流堆積物と、 EWの走

向で北へ60・傾斜する境界面で接している.ヱの物界商は密着しており.破砕は認められ

ない.また、三波川変成岩類の砕屑物からなる土石統堆積物は、礁の配列から北へ高角度

で傾斜している(図 2.4.23). エれらの、地層の産状は、讃岐山脈山鍵斜面での和泉層群

が岩盤すべりを忽し、山総の土石流堆積物をもろとも、南へ移動し、古吉野)11の河床僚を

取り込みながら、四国山地山麓斜面にぶつかったことを示している。堆積物の急傾斜構造

は滑動に伴うブルドージングによって形成された可能性が高い.

新池の上流(Loc.12)では、角E帯状に破砕された砂岩泥岩互層(Cクラス)が鋭祭される.

その南限では層状構造も残らず.三波)1[変成岩類の門僚を含んだ和泉層若手砂岩主体の角磯

となっている.この角磯層は、褐色の砂質シルトを基質とし、閤結lJf.が非常に良く.しが

も勢断面が観察されず、一見堆積物の!!，t普けを呈する.この角険局のI直下には三波川変成

岩類の基盤があると推定される(図-2.4.24).

シンヤマにおける、日本道路公団の屈折法蝉性波探査によれば、シンヤマの和泉層群は、

地下50~100mの深所でも、 2km/secのPi波速度しかない(図ー2.4.25). また、ボーリング調

査によれば深度70mまで角様上に破砕された砂泥互層が採取され、その下位に土柱層に対

比される材混じりの機層が確認された.すなわち、シンヤマの和泉層群の下には土柱層が

分布し、更にその下位には弾性波探査によって三波川変成岩類の基盤が推定される.
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f)，:地すベり岩体、 A 和泉層群角線層、ロ片岩門様層、 :コ露軍買

(和泉層群 )A ts:砂岩勝ち互層、 Atm:泥岩勝ち互層、 B，C，D角様化の程度

(三波川変成岩類1Gs:塩基性片岩

図-2.4.15 シンヤマのルートマップ
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図-2‘4.16 シンヤマ全景

シンヤマは、池田断層の南側に分布する孤立した丘陵である

境界面
和泉層群地すペり岩体 ↓ 

図 -2.4.17 シンヤマ西斜面全景

低角度の和泉層群の基底面が、南端では高角度になる.
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a 

SW 

砂岩ーの角線層

泥岩の角線層

b 

図-2.4.18 シンヤマの地表部に露出する和泉j菌群起源の角機層

a . ~赤褐色の基質を持つ砂岩角鋭からなり、赤色風化作用によって傑のー音i がクサリ僚に

なっている(LOC.ll). 

b :泥岩(M5)角奇襲層と砂岩(55)砂岩角際層とが成J晋している(LoC.10の北).異質事長は含ま

れず、主主質もほとんどなく泥岩勝ち互層が角線状に破砕されたものである.
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境界面

S 

a 

b 

図 -2.~.18 イタ)(Loc.8)における和泉層鮮と三被川変成岩類との境界

a .角機状の砂泥互層(左)が風化した塩基性片岩と鉛直に近い境界面で接している。塩基

性片岩には断層破砕はない.

b 境界面付近では、砂岩角骨盤中の片岩門盛時が境界面に沿うように直立している.
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図ー2.4.21 新池(Loc.13)における和泉層群泥岩勝ち互層の産状

8 泉色の泥岩層中に砂岩層が挟まれた成層構造が認められる.

b 砂岩層は不規則な多角形状の関口智Jれ自によって角線状になっているが‘成層構造は

保たれている (Cクラス)，泥岩層は粉砕され、マイクロブレチヤ になっている.
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和泉層群角磯帯

←境界面

土石流堆積物

w E 

境界面→

和泉層群角軍需帯

土石流堆積物

b 

図-2.4.22 イケミナミ新池(Loc.13)における和泉層若手と土柱層との境界

a : よ盤・角鎌状に敏砕された泥岩勝ち互層.下般:土柱層相当土石疏堆積物.

b 境界面直上の和泉層群は、 10数cmの厚さで黒色泥岩の粉砕物中に砂岩の角傑が散在

した堆積物状の層を成しており、ここには努断面は、形成されていない

内

4Fa 



図-2.4.23 三波川!変成岩類起源の土石流堆積物の片岩礁は高角E藍に配列している.

S 

図-2.4.24 イケミナミ新池(Loc.12)における和泉層群基底の角線上破砕郁に取り込まれ

た主主基性片岩門機
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2.4.2 地すべり岩休の特徴

(1) 地すペり宕体の破砕様式

和泉層群は、地すべ りのid響を受付ていない谷沿いでは、豊富然としたAクラスの砂岩泥

岩互層からなるが、地すベり岩体は、 角機状の破砕された C~D クラスの砂岩泥岩互層か

らなる(図ー2.4.26)。エれらの岩盤の破砕には、以下の特徴がある.

① 砂岩泥岩互層の成層機造は大まかに保存されているが、その内部は破砕されている.

② 大きさ、向き、発達密度の不規則な破断面が岩体全体にわたり発達する.

③ 砂岩の破断面は関口し、割れ自在地表からの土壊および下皇室由来の磁混りの未回結

泥質堆積物が充填する場合がある。

@ 泥岩には層面すペりによる努断破砕が卓越し、層J1I!菌を切る努断破砕は少ない.

⑤ 通常の断層のように直線的な分布をとらず、破砕の著しい岩体の分布は局所的であ

る.

⑥ すベり面の上盤(すなわち地すベり岩体)が著しく破砕されているが、下盤側の破砕

はほとんどない。

⑦ すベり面付近には、しばしば粘土を基質とする角磯層が形成され、滑剤層となって

いる。

③ 地表近くほど緩みが著しく‘地表部に角線層が形成されている場合がある巴

(2)浸界面の特徴

① 境界面は平滑な平面でなく、うねっている.四国山地山麓に接する先端部では北傾

斜し、高角度の部分があるが、全体として円弧状の形態である.

② 堆積物との境界面には、堆積物図結後に形成された努断面は認められない.

③ 先錨部の高角度の境界面では、境界面に沿う興断が認められないが、堆積物が高

角度に傾斜する場合がある.ヱれは、情動に伴うブルドージングで説明される.

(3) P波速度

基盤岩の和泉層群のP波迷度が、 4km/sec以上あるのに対して(例えば、水資源開発公団.

1975)‘地すペり岩体のそれは、 1~3km/sec と著しく低い.これと対応するポーリ ングコ

アから、 P波速度の低下は岩片の軟質化(化学的風化)ではなく、岩星豊中の亀裂および破砕

に起因している.
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図-2.4.26 和泉層務の破砕の程度の分布特性(A~ D は図 -2.4.1 ;を参照)
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2. 5 中央構造線

本地域の中央構造線は池田断層と呼ばれ、馬路川の秘岸から、池園町市街地を績断し、

吉野川北岸に沿って走る(図-2.2.1、2.3.1). 池田断層に沿っては‘段E菌、地すベり地

形を右繊ずれ変位させるリニアメントが、ほぽ直線的に連続するため、本断層が第四紀後

期に活発な右犠ずれ断層運動を行っていると推定される(岡田，1968). また、本断層に沿

って高角度の断層面を持つ和泉層群および三波川変成岩類の破砕格が観察されることから、

本断層は和泉層群と三波川変成岩類との境界断層である。そして、中Jll・中野 (1964)、

中JlI(1965)、須鎗 ・阿子島 (1978) らの指摘する低角度衝上地塊は、岩盤すべりによる巣

地位岩塊と判断される。また、中Jll・中野(1964)、中}ll(1965)、須鎗 ・阿子島 (1978)に

よって、推定された中央構造線を切る南北方向の断層務は和泉層鮮の地すペり岩体と三波

川変成岩類との境界を中央構造線と見誤り、地すべりの移動量の遠いによる物質境界に基

づき、想定されたものと考えられる。

以下、各地区の断層地形および断層露頭について記載する.
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2.5.1 州;章一昼間地区

池田町東部の州津から三好町に至る吉野川北岸では、吉野川本流の低位段丘面上に北側

隆起を示すリニアメントが、 N75・Eの方向で、 15kmにわたってほぼ直線上に分布する(図-

2.2.11.このリニアメントは段丘面状の低崖からなり、以下の理由から中央構造線池田断

層の低断層態と推定される(岡田，1968).

① 低崖は、和泉層務と三波川変成岩類との境界断層にほぼ一致する.

② 低摩は、いくつもの段丘商に直線状にかつほほ迷続して形成されている.

③ 同時代とみなされる段丘面に一定方向の低崖を形成している.

@ 古い段丘面ほど低崖の比高が増大する.

三好町昼間では、低位段丘面に形成された直線状の低崖の延長部の小川谷}1I河床(Loc.2

7)に、三波川変成岩類と和泉層群との断濁破砕帯が観察される.境界断層面は‘差し違え

構造があるものの全体として N82・Eの走向で、北へ70・傾斜する(岡田，1968).

池田町東州津では、鹿錐地形中に南向きの低底力t形成されている.この度錐は.箸蔵駅

西方の谷から供給され、そのよ涜には大規模な崩興地が認められる. ~量錐堆積物は、低崖

の荷担1)のLoc.26においても鋭祭され、和泉層務の角線および岩塊より構成されている.須

鎗阿子島(1978)は、本堆積物を和泉層群の破砕帯としているが、地形および破断の特徴

から、断層破砕帯ではない.

商州津では、低位段丘面上ノ段(針l津上位商)と下ノ段(州津下位面)とを境するN75・E方

向の低盤が形成されている(岡田，1968;須鎗ー阿子島，1978). この崖の延長邸の鮎苦谷川河

床(Loc.25)では、 N70・Eの走向で鉛直な和泉層群の破砕帯が観察される.之の和泉廓訴破

砕帯は黒色の断層ガウジ及び角僚からなり、リニアメントとの対応から池田断層の破砕格

に相当する，ここでは、和泉j冒群が露出するのに対して、南側では三波川変成岩類は露出

していない.Loc.25では、厚さ約2mの沖積軍事局下に厚さ 15mを越える土柱層相当局が分布

することがポーリングによって確認されている B すなわち、池田断層を挟んで北側では堆

積物は簿〈、南側では厚い園
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2.5.2 池 園町市街地

池田町市街地にはマチ(池田下位段丘菌)とウエノ(池田上位段丘面)にご分するN75・E方

向の. tt高20~30mの直線状の崖(リニアメント)が形成されている。ヱの崖は、既に岡田

( 1968)が指鏑しているが、以下の理由からの中央構造線池田断層の活動による断層虚と推

定される.

① このリニアメントは和泉層群と三波川変成岩類との境界断層に対応する.すなわち、

崖の基部では、和泉層君事の破砕帯と共に三波川変成岩類起源と考えられる破砕ヰ告が報告さ

れている(岡田 ，1968). また、この崖の西方延長の国道工事法面(Loc.16lにおいても泥質

片岩の断層破砕帯が確認された(長谷川，1992). 断層ガウジは、銀色と白色を呈した縞状

構造を持ち.全岩粉末X線回折で結晶度の高い多量の白雲母を確認できるので片岩起源で

あるととは確実である。また、エの縞状徳造はN58・Eの走向で、南へ80・傾斜しているが、

周辺斜面の状況から、国道側にクリープしている可能性がある.ヱのため、本来は、より

東西走向で、鉛直ないし高角度で北傾斜をした断層である可能性が高い.

② この崖は同時代と思われるの段丘面を変位させている.北側(隆起側)の池田上位面

では.和泉居者手を覆って厚さ 1-5mの段丘傑層が分布するが.南側の下位面では、三波川l変

成岩般を覆って厚さ60m以上の土柱層相当層および厚さ約10mの段丘織成機層が分布してい

る園すなわち、池図断層は土柱層の分布北限を薗する断層で、池田扇形成中も北側隆起の

断層運動をしていたと推定される.

③ 池田面形成時の吉野川の統向を復元すると、段丘面形成後200m以上右横ずれしてい

たと推定されている(岡田，1968).

③ リニアメント南側に位置するシンヤマの和泉層群は地すベり起源と推定され、中央

構造織の断層運動を示さない [Z. 4 J • 

⑤ 池田下位面の南端は、三波川変成岩類からなる山地と接しているが、新}胞の断層運

動を示すリ ニアメントは観察されない.須鎗・阿子島(1978)が推定した断層の証拠はないu
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図ー2.5.2 丸山西方(Loc.16)における中央働造線の断層露頭

a :断層Jt頭は地形学的に推定される池田断層の通過位置に相当する丸山とシンヤマとの

間の鞍部下方に位置する.

b 高角度の断層面を持つ泥質片岩の断層ガウジが観察される.
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2.5.3 馬路川沿い

馬路川沿いでは.馬路川沿いに未破砕の三t直川変成岩類が符出しているので、中央情造

線は読売岐山脈の山裾付近を通ると推定される . しかしながら、こヱでは地すベり地~およ

び地すペり岩盤・堆積物から示されるように、北側の和泉層群が馬路川に向かつて地すべ

りしている[2. 4] .ヱのため、地表における和泉層群の分布南限はかなり凹凸に富む.

これに対して.地図断層に対応するリニアメントは、ほぼ直線的にま貰岐山脈の山裾から地

すべり地形中を、 N75 ~80・ Eの方向に走る(問回 .1968 ， 1978) 。

(1) 井ノ久保

井ノ久保では、地すペり岩体中比較的迎続性の良い低盤が東西に漣なっており、こエを

中央様造線池回断層が通過する可能性が高い{図ー2.2.1、2.4.6.).ただし、地すべり岩体

中のリニアメントは荷へ張り出すようにわん曲しており、地すべりの影響が断層の地表ト

レースに表われている可能性がある。また、この地すベり地塊は農を境にして、約150m右

敏ずれしているように見える.中川1.中野(1964)および須鎗阿子島(1978)による中央構造

線は.地すべりによって南へ張り出した和泉層群と三波川|変成岩類との地表物質境界であ

る.

(2) 下馬路深川|谷

下馬路では地すべりによって形成された緩斜面に低獲が形成されており(図-2.5.3.4.)、

中央構造線池田断層は地すべり地形中を巡ると推定される(岡田 .1978) • 

下馬路の (Loc.2) は、地形から池田断層が通過する付近に位置する.之とでは、 三波

川変成岩皇賞起源の土石流堆積物に和泉層群が衝ょしているのが観祭される(1週一2.5.5).

境界面は明瞭で N84・ Eで 26・傾斜し、境界面に沿って幅2~3cmの黒色粘土が形成されてい

るほかは、顕著な破砕帯は形成されていない.上盤側の和泉層群は砂岩・泥岩互層からな

り、砂岩はレンズ状~角様に分断されて、不規則な関口智jれ回が発達しているが、境界面

に沿う明断面は認められない.泥岩は、せん断面が発達して、不規則に粘土化している部

分がある.下盤は、土柱層に対比される土石流堆積物で、三被川|変成岩類の砕屑物からな

る。下盤{則の堆積物は僚の配列から、急傾斜している可能性がある(図-2.5.6). しかし

ながら、 Loc.1の衝上断層の南側の深川左岸斜面には、関口容jれ自の発達した和泉層群砂

岩ー泥質互層が露出しているので、衝上断層面は南へ行くにしたがい、ほぼ水平になり、
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F、

緩くうねっている(図-2.5.7)。和泉層諜の破砕状況、境界面の分布形態および周囲に地

すペり岩体が多く分布するヱとから、衝上断層上盤側の和泉層鮮は、中央構造線の断層運

動ではなく、土柱層堆積時の地すベり岩体の可能性が高いと考えられる，そして‘堆積物

の急傾斜締造も断層運動ではなく、滑動に伴って形成された可能性が高い.従って、池田

断層はLoc.lすぐの北側を通過するすると推定される.

(3) 佐野上浦

佐野上浦の馬路川|支慌の出口付近には (Loc.l)、泥質片岩の磁石平帯にデイサイト~流

紋岩と推定される敏性岩が貫入している(図 -2.5.8)，泥質片岩破砕帯には、脊灰色と白

色との縞状の努断面が発達している.事3断面はN64・ Eの走向で、 70・北へ傾斜している.

酸性岩は、多少の凹凸があるものの、泥質片岩の努断面に沿って貫入している.酸性岩は、

貫入後破砕および著しい変質を受け、完全に粘土化している.泥質片岩破砕手書も変質を受

け、著しく粘土化している.

泥質片岩の総状破砕裕の北縁部には、高角度の~if'fr j商を切る N 50・Wの走向で北京へ36

a 傾斜する小断層がある(1週一2.5.lO)，ヱの小断層は縞状組織のひきずりから、みかけ上

逆断層である.この小断層の北側jの泥質片岩の縞状破砕部は.北へ緩傾斜し、 N56' Wの

走向で28・北京ヘ傾斜する断層面で和泉層帯と接している(図-2.5.9)。

泥質片岩破砕帯に載る和泉層若手の砂岩泥岩互層が地すベり岩塊であるヱとは、以下の事

実から錐定できる.

① 泥質片岩が著しい破砕、変質を受けているのに対し、砂岩泥岩互層は破砕.変質を

ほとんど受けていない。とれは‘破砕裕のよにかつて破砕帯から離れた所にあった砂岩泥

岩互層が載ったことを示す.

② 砂岩泥岩互層は、不規則な関口性のW11れ目によって多角形上の角僚が形成されてい

る。また、ひきずりを受けた泥賀片岩破砕格のみ同様な破断が認められる(図 2..5.l0b)。

これは.地表部の地すべりによる破断の特徴である.

③ 泥貿片岩破砕帯に載る和泉唐古平は佐野上総の地すベり地形に連続する.

@ 北傾斜の境界面およびひきずりによって示される移動方向は、地すべりと調和的で

ある B

従って、 NW走向の逆断層は中央構造線の運動ではなく、地すべりの末端部に形成され
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たすべり商の lっと考えられる.そして、中央椛i豊線の本来の断層面は、地すべりによる

変形の受けていない奥野I薗が示すように、高角度である可能性が高い.

断層鍔頭のすぐ北側lの直上涜では、谷が急に右方向に約25m屈曲する.この屈曲邸から

北側は讃岐山脈を構成する和泉層鮮が分布している.従って、屈曲部を和泉庖静と三被川

変成岩績との縫界断層が通ると推定される.しかしながら、屈曲部の北岸の和泉層際も不

規則な関口湖jれ目が多く、移動!l;が少ないものの、地形からも地すベり岩盤と判断される巴

このため、屈曲音1Iで中央構造線に対応する断層面が観祭できないのは、断層が和泉層群の

地すペり岩嫌に夜われているためと判断される.
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土石流堆積物

(土柱層)

和泉層群

境界面ノ

.~~場

a 

b 

図-2.5.5 下馬路深川谷(Loc.2)にお付る術上断層

a 右岸血!lの境界面(右和泉層習字、左。土石疏堆積物)

b 左岸側の境界面(定・和泉唐古学、右土お涜堆積物)
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N S 

区1-2.5.6 際の配列から急傾斜を示す土石洗堆積物.

N 

S 

/'dL¥‘ 和泉層群
i_" ""起苦言角機層

図-2.5.5a 図-2.5.6-ー-..-'

r主戸ーー↓一、片~
一一一 〈町V〆企，¥ c:τー}玄...._，，_ .....比一---r--'"ム/
すべり面イT "¥土柱層 ノ 、 r 

和泉層群 和泉層鮮

馬
路
川

Ca. 100m 

図-2.5.7 深川谷出口付近の地質断面図
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fヘ炉

a 

酸性岩脈

b 

図-2.5.8 佐野上鴻(l.oc.l)の中央徳造線の断層露頭

a 全景(左端:和泉層若手(1 z)、中央暗色部:犯質片岩破砕帯(Bs). 

中央明色盲目・敵性岩J!Ji¥(Dk)) 

b . 泥質片岩の破砕帯にデイサイト~流紋岩と推定される酸性岩(Dk)が貫入している.

-69-

S 



N 

a 

N 手口;泉層若手 S 

J 境界面

〆~
b 

図-2.5. 9和泉層群と泥質片岩の接触面

a 和泉層古学の衝上によって泥質片岩がひきずられている"

b 境界置に沿う勢断 ・破砕はほとんど認められない.
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a 

b 

図一2.5.10泥質片岩北縁部の変形徳造

a 泥質片岩中の小断層とそれによるひきずり

b ひきずりを受けた部分のみに認められる多角形状の微小な角軍事
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2. 6 地すペり岩体の起源

2.6.1 岩豊富すべりの発生時期

池回目Tでは.前述のように、中央傍造線池田断層の北側の讃岐山脈南箆斜面で発生した

和泉層群の地すべり岩体が、中央構造線を越えて南側へ滑勤している.これらの地すベり

岩体は、段E堆積物との関係、地すペり地形の関析の程度.地すベり堆積物の風化の程度

から、完新t止から官官期吏新世にかけて形成されている.

佐野上浦の地すベり岩体は、僻1析谷が全くなく、また地すペり岩体の先端は沖積簡に達

し、かつ馬路JIIの侵食を受けているので、 5主新世に形成されたと推定される.

弁ノ久保の地すべり岩体は、地形の開析の程度および地表部の地すベり堆積物が一部で

明赤褐色に風化していることから、後期更新世初期の中位~低位段丘と同時期に形成され

たと推定される.

馬場等の吉野JI[北岸の中腹に分布する地すべり岩体は、地形の関析の程度から、中期更

新Iitの高位段丘と同時期に形成されたと推定される. しかしながら、現在地表には赤色風

化を受けた地すベり縫積物は分布していない.とれは、斜面のため風化生成物が侵食され

たためと考えられる.

シンヤマの地すべり岩体は、以下の事実から中期更新世前半に形成された可能性が高い.

① 地すベり岩体に対応する地すべり地形が完全に関析されている.

② 南端の尾根昔日に赤色化した地すペり堆積物がF去っている.

f、 ③ 地すペり岩体は、中期更新世前半と思われる土石滋堆積物が、未聞結の状態で移動・

定着している.

下馬路深川谷出口の地すべり岩体は、更新世前期以前の堆積物が未図結の時に滑動・定

着しているので、前期更新世以前に形成された可能性が高い.
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2.6.2 岩豊富すべりの発生環演

これらの和泉層群からなる地すペり岩体は、池田断層による広義の断層崖で発生し、吉

野川から馬路川lの低地を構成する第四紀層中に滑勤した.

池田断層は和泉層群から成る讃岐山脈と三被Ifl変成岩類を基態とする第四紀庖の堆積盆

地との境界断層である.この第四紀層堆積余地は、吉野川から馬路川にかけて地図断層に

沿うように東西方向に分布し、ポーリングデ 担等によると、池田断層に向かつて傾動す

る非対称な権迭をしている(図ー2.3.3).また、池間断層は更新世後期の段丘面にも北側

隆起、南側枕降の断層変位を与えている.従って、三の堆積盆地は、池田断層の北側隆起

を伴う新期の断層迎動によって形成された可能性が高い園この堆積盆地は、メヲセコ イア

の産出から遅くとも更新世帯J期には形成されているので.池田断層の断層運動は、遅くと

も吏新世前期には活動していたと推定される.

池田断層の北側には、土柱層相当層が分布しないので、土柱層堆積開始後の池田断層の

正確な鉛直変位震は不明である固 i池田断層の北側の裁岐山脈には.標高700-800mの尾根

部に、小起伏面が分布し(図-2.2.1)、これと池田断層との悶の比高数100mの斜面が.

池田断層の広義の断層崖に相当する。池田断層の新期断層運動による北側の讃岐山脈の起

伏の噌大が、岩盤すべりの地形条件を提供したと考えられる.
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2.6.3 中央情造続と地すペり岩休との関係

池田断層を越えて南側へ滑動した地すベり岩体は、活動・定着後、池国断層による北側

隆起を伴う右横ずれ断層運動を受けている可能性が高い。

佐野上浦では、和泉層群からなる地すペり岩体が、馬路川を越えて約l50m南へ滑勤し.

三被川|変成岩類と接している.地すベり岩体は地すペり発生後、池田断層によって、北側

が隆起しながら、 25m程度の右敏ずれ変位を受けている可能性がある a

井ノ久保地すベり岩体は、中央構造線池田断層によって約l50m右横ずれしている.

池田断層の南側に位置するシンヤマ(ホソノ)の和泉層群は、前述のように更新世中期前

半頃に.池田断層の北側から南方へ約750mr骨勤してきた地すぺり岩体と推定される.この

初生的岩盤すべりが中期更新世に発生したとし、この間の池田断層の右横ずれ変位を考慮

れば、地すべりはシンヤマの北側斜面よりはるか東側の斜面で発生したはずである.一つ

の候補地は西山南方の吉野川の上空であるが、こ この和泉層携は砂岩勝ち互庖が卓越する

ので、泥岩勝ち互層を多く含むシンヤマの岩質と対応 しない(図 2.3.l)。地すベり岩体が

州首2の鮎普谷川出口の上空にあったとすれば、岩質および大まかな地形がうまく対応する

(図ー2.6.l. 2). また、鮎苦谷川|がヱこで著しく蛇行するのは、ここが地すべりの敏け跡

と説明できる g すなわち、初生地すべりは、鮎苦谷川lの出口が吉野川横谷の出口にあった

時代に、吉野川屈曲部の攻量産斜面で発生した可能性が高い.そしてシンヤマの地すベり岩

体は.地すベり発生後、中央構造線によって4-5km右横ずれ変位を受けたと推定される。
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鮎苦谷川

ム.地すべり岩体、 lz:和泉庖TI平、 Sm三波川l変成岩類、

図-2.6.1 シンヤマの地すペり岩体の発生個所

w 官
]

図-2.6.2 州津北方の地すペり岩体の放け跡
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